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アムステルダム北地区のDeCeuvelにおけるクリエイティブ・コミュニティの形成
Formation ofthe Creative Community at de Ceuvel ofAmsterdam-Noord 
田口陽子*
1 .はじめに
近年、文化芸術による都市再生が各地でさまざまに取
り組まれ、都市におけるク リエイティブ・クラスと経済
成長との関係が注目されている注1)02000年代から再開
発が進んでいるオランダのアムステルダム北地区はそ
のような都市再生事例のひとつである。 1980年代に大
規模造船会社が倒産したあと長年放置されていた地域
において、 2000年代から劇場やホテル ・カフェなど文
化施設を中心に再開発が進められ、テレビ放送局や映画
配給会社の誘致にも成功するなど、今ではアムステルダ
ム北地区は世界から注目を集める一大文化地区になり
つつある。
本稿で紹介するDeCeuvelは、アムステノレダム北地
区の土壌汚染され手つかずとなっていた一帯につく ら
れたクリエイターたちの、ンェアオフィス空間である。
De Ceuvelではク リエイターたちが土壌浄化や循環型
環境システムの構築、慈善活動など、持続可能な社会を
目指すさまざまな実験的取組みを行う一方で、そこには
カフェや貸しスペースなどが併設され、地域に聞かれた
賑わいの場が形成されている。本稿ではDeCeuvelの
クリエイターたちの取組みを紹介するとともに、2015
年 9月に現地で実施した来訪者調査結果を報告し、都
市における生きられた居住環境としてのクリエイティ
ブ ・コミュニティの形成について考察する。
2.プロジェクトについて注2)
2. 1 経緯
アルステルダム北地区で、は1980年代に大規模造船会
社が倒産し、その後は荒れ果てた場所が放置された。そ
の空白地帯にいち早く目をつけたのがクリエイターた
ちであり、空き家となった倉庫などを不法占拠して活動
をはじめた。 2000年代からはアムステルダム市が再開
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発に乗り出し、劇場やホテル・カフェなどの文化施設が
建設され、テレビ放送局や映画配給会社の誘致にも成功
した。現在はアムステルダム北地区の各所でイ主宅地開発
が進んでいる。
アムステルダム北地区の注目度が高まってきたなか
で、長年の石油の流出や化学薬品によって土壌汚染され
た一帯が残されていた。その手つかずのブラウンフィー
ノレド、の価値を上げて将来的に居住可能なエリアとする
ために、10年間としづ期限つきの土地利用コンペがア
ムステノレタゃム市により開催された。DeCeuvelは土地利
用コンべにより選ばれた建築家たち (space&matter等)
が事業発案者となり 、仲間を巻き込んでつくられたクリ
エイターの、ンェアオフィス空間である。 2012年にコン
ペで選ばれ10年間土地を無料で利用する権利を得てか
ら、仲間で知恵を出し合い、 汗を流して空間をつくり、
2014年にオープンした。
2. 2 空間計画
De Ceuvelはアムステルダム中央駅から無料のフェ
リー かパスに乗って約 15分の立地にあり、観光にも便
利な場所である。敷地内には前面水路から陸上げされた
17の中古のハウスボー トが設置され、建築家、デザイ
ナ一、エンジニア、俳優、社会学者、社会起業家などの
クリエイターが、それらをオフィスや貸しスペースとし
て活用している(図 1)。中古のハウスボートを再利用
したのは、処分が必要となった古いハウスボー トがアム
ステノレダ、ム市内に多く存在し、無料で、入手可能であった
からであり、土壌汚染された土地において地面を掘削す
るなどの基礎工事が不要となるからである。事業発案者
はクリエイターたちに中古のハウスボートを分け与え
るかわりに、ソーラーパネルを設置したり断熱を施した
りするなどして省エネルギー性能を改良することを義
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務づけている。土地利用期限となっている 10年後は水
上へ戻すことも可能であり、以前のように水上で再利用
すれば設備投資が無駄にならないという仕掛けである。
また、船の係留杭を再利用して建設されたベジタリア
ンのカフェ CCafe de Ceuvel)も経営されている注3)。
敷地内で、はハウスボートのオフィス等と合わせて約 50
人が働いており、カフェ営業日の木曜日から日曜日は多
くの来訪者で賑わう。来訪者はハウスボートやカフェ周
辺に設置されたウッドデッキの遊歩道を自由に散策で
き、敷地に面した水路の浮島につくられた菜園やデッキ
にも渡ることができる(図 2)。カフェの屋外席を中心
とした屋外空間はワークショップやイベントにも活用
される。来訪者にとっては敷地全体がひとつの公園のよ
うな文化スポットとなっている。
屋外空間はクリエイターやボランティアにより手が
加えられ、常に変化し続けている。廃材のアップサイク
リングを行う会社 CLogicWorks，ボート 6)がカフェ
に面して工房を構え、廃材を活用したユニークな家具や
設備がし、たるところに設えられている。 2015年の秋に
は温室の菜園がハウスボートの屋上に新設されている。
2. 3 土壌浄化および循環型環境システム
コンペを実施したアムステルダム市は土壌汚染を浄
化することを事業者に義務づけている。敷地内には、ラ
ンドスケープ・アーキテクト CDelvaLandschape 
Architects)の計画に基づいて、汚染の浄化を促すヤナ
ギや麦類などの植物が植えられ、ファイトレメディエー
ションによる汚染の浄化が行われている。しかし、完全
な土壌浄化には 30年ほどかかると推定され、土地利用
期聞が終了する 10年後も土地浄化の課題は残ると考え
られる。
そのほか、環境エンジニア CMetabolic)が中心とな
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り、循環型環境システムが構築されている。敷地内には
下水道がないためハウスボートそれぞれに生物櫨過装
置が設置され、キッチンやトイレから出る排水は櫨過さ
れて地面に流される(図 3)。ハウスボートに設置され
た乾燥コンポストトイレから出る排池物とカフェやオ
フィスのキッチンから出る有機廃棄物は分けて肥料に
加工される(図4)。その肥料等により敷地内や敷地近
くの菜園でカフェで提供する野菜やきのこが栽培され
ている。そのほか、カフェなどから集められたし尿を処
理施設で浄化して再利用するといった実験が行われ、雨
水を櫨過し飲み水にする装置も設置されている(図5)。
これらの環境の取組みに関して、各ノ、ウスボートには、
温度、湿度、エネルギー消費量、エネルギ一生成量を測
定するセンサーが備え付けられ、フィードパック されて
システムの改善に役立てる実験の計画もある。水道会社
(Waternet)の管理のもと水環境データの採取も行わ
れている。このような実験は、今後より大きな規模で持
続可能な開発を実現していくためでもある。
De Ceuvelで採用している環境技術はいずれも単純
で初歩的な技術を用いたものであり、低予算で実現可能
である。環境エンジニアや建築家はクリエイターたちが
DIYで装置を製作するワークショップを企画し、技術
指導も行っている。また、敷地内には取組みを紹介する
サインが設置され、持続可能な開発を解説する有料ツア
ーも企画されている。土壌浄化と循環型環境システムの
取組みはひとつの観光コンテンツとなっている。
2. 4 イベントなどの文化活動
De Ceuvelではハウスボート単独もしくは敷地全体
で、大小さまざまなイベントが企画され、来訪者を呼び込
むきっかけを数多く提供している。単独イベン トとして
は、建築家や環境エンジニアによるレクチャーや展示会、
俳優によるワークショップ、貸しスペースにおけるヨガ
などのカルチャー教室などが挙げられる。全体イベント
としては、環境問題や社会問題を取り上げた映画の上映
会、 1周年などの記念行事などが開催されている。
調査期間中には、全体イベン トとして難民支援のチャ
リティーイベント、屋外を活用した小さなイベントとし
てフェアト レード・ブランドのファッションショーが開
催されていた(図6)。チャリティーイベントでは、カ
フェをステージに設えて音楽演奏会が行われていたほ
か、ハウスボー トを開放して映画上映会やクイズ大会な
どが行われ、敷地全体がさまざまなイベントスペースと
して活用されていた。
そのほか、DeCeuvelの取組みから派生したプロジェ
クトもある。そのひとつが、 クリエイターの活動に共感
して集まった環境意識の高い人々の住宅地を水上に開
発し、環境志向型のコミュニティをつくるというもので
ある注4)。住民が主体となり、建築家や環境エンジニア
とのワークショップを通じて計画が進められ、現代にお
ける持続可能な居住の文化が新たに創造されよ うとし
ている。
3.来訪者調査
3. 1 調査方法
De Ceuvelにどのようなコミュニティが形成されて
いるのかを把握するために、 2015年9月の現地調査に
おいて、カフェの営業日である木曜日から日曜日の雨天
時以外に来訪者へのアンケート調査を行った。被験者の
属性、 来訪の契機・頻度 ・満足度、周辺地域の評価につ
いて、英文のアンケートを作成し、必要により被験者に
口頭説明をしながら面接調査により行った。協力を依頼
したほぽ全員がアンケートに応じ、3日間で 101の回答
が得られた。
3. 2 来訪者の属性
まず年代の傾向として、 20代・ 30代の来訪者が全体
の73%を占めていることが分かつた (図7)。比較的若
い世代に支持を得た場所であるといえる。次に居住地の
傾向をみると、来訪者の 85%がオランダの居住者であ
り、そのうちの 63%がアムステルダムの居住者である
が、敷地近隣のアムステルダム北地区からの来訪者はそ
の約 114であった (図8)。一方で、オランダ以外のヨ
ーロッパ諸国、アメリカ合衆国、カナダ、台湾からの来
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訪もあり、世界各国から観光客が訪れている。来訪者の
職業をみると、まずクリエイティブ産業注5)に携わるさ
まざまな職業の来訪者が 58%を占めることが読み取れ
る(図 9)。次に学生が多く、サービス業、無職・年金
受給者の来訪者もみられた。来訪者の学歴をみると、大
学以上を卒業している来訪者が 91%を占め、うち大学
院以上の学歴の来訪者が 52%みられた(図 10)。
来訪者の属性の傾向から、DeCeuvelにはアムステル
ダム市内居住する 20代・ 30代のクリエイティブ・クラ
スによるコミュニティが形成されているといえる。
3. 3 来訪の契機・頻度・満足度
まず来訪契機として、友人や親戚からの推薦・紹介、
クリエイターからの情報により来訪している人があわ
せて 62%と多いことが読み取れる(図 11)。そのほかに
インターネットを参照する人も 12%と比較的多く、そ
のなかでも SNSを通じて情報を得ている人が多い。主
に知人のネットワークを通じて情報が広まっていると
いえる。他のメディアとしては、新聞や雑誌で情報を得
ている人は比較的多いが、テレビ・ラジオの影響はあま
りみられなかった。来訪頻度をみると、来訪者の 45%
がはじめての来訪であり、半数以上の 55%の来訪者が
リピーターであることが分かつた(図 12)。また、来訪
の満足度について質問したところ、 76%がとても満足、
22%がやや満足と回答し、ほとんどの人が満足している
ことが分かつた(図 13)。
主に口コミにより DeCeuvelの評判が広まって人々
が訪れるようになり、来訪に満足した人々の多くがリピ
ーターになっていると考えられる。価値観を共有する
人々を中心にコミュニティが形成されていることが窺
える。
3. 4 周辺地域への居住意欲
取組みが開発の意図通り土地の魅力向上につながっ
ているかどうかを検証するために、来訪者に DeCeuvel 
周辺地域にどれくらい住んでみたいかについて質問し、
来訪頻度・滞在時間・居住地・学歴との関係をみた(図
組 20代 翻 30代 図 40代 ~ 50代
図7 来訪者の年代
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図13 来訪の満足度
14)。来訪頻度が高いほど、また滞在時聞が長いほど、
居住意欲が高い傾向がみられた。居住地別ではアムステ
ルダ、ム市内居住者の居住意欲が高く、そのうちでは近隣
のアムステノレダム北地区の居住者よりもそれ以外の居
住者ほうが居住意欲が高い傾向がみられた。学歴別では
相対的に学歴の低い人のほうが居住意欲が高い傾向が
みられた。
特定地域への帰属意識が低い高学歴の人々を含むク
リエイティブ・クラスが集まることにより DeCeuvel 
の魅力が増し、結果として、周辺地域は近隣住民でない
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図14 周辺地域への居住意欲
市内居住者や高学歴でない人々にとって住んでみたい
場所になっていると考えられる。
4.まとめ
De Ceuvelでは、実現可能な範囲で浄化技術を導入し
て循環型環境システムを構築し、これからの都市開発に
必要とされる持続可能性の実験に取り組んでいる。その
取組みは学際的なものであり、建築家、デザイナ一、エ
ンジニア、俳優、社会学者、社会起業家などの多分野に
渡るクリエイターが共創し、その取組み自体が観光コン
テンツになっている。来訪者調査からは、クリエイター
の活動に共感するクリエイティブ・クラスが集まり、近
隣の地域に限定されないテーマ型のコミュニティが形
成されていることを把握した。創造的で寛容な人々によ
り都市の公共的な生活空間が形成され、結果として地域
の居住地としての魅力が向上していることから、アムス
テルダム市が意図した通りジエントリフィケーション
が進行することが期待できる。今後は、この取組みから
派生した水上住宅地開発などを通じて、地域に根ざした
持続可能なコミュニティが形成されることが期待され
る。
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注
1)フロリダ、ランドリーらは、ポスト工業都市のあり方として創
造的都市を提示している。(参考文献 1，2)
2)プロジェクトの概要は、 DeCeuvel関係者等が発信しているイ
ンターネット上の情報、関係者 (space&matterのMarthijnPool 
氏ほか)へのインタビ‘ューのほか、参考文献4の情報に基づいて
いる。
3)メニュー価格帯は市内観光地のカフェと同程度に設定されて
いる。
4) http://www.spaceandmatter.nllschoonschip 
5)フロリダは 「クリエイティブ産業とは、サービス業、製造業、
農業以外の産業のことで、科学、テクノロジー、芸術、 デザイン、
エンターテインメント、メディア、法律、金融、マネジメント、
医療、教育が属している」と定義している。(参考文献 1)
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